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・T成 17年 1月 13日

各市咄サ ← 校紅合)教育長 様

高知県教育長

ETC禾1用者に係る高速自動車国道の通行料金の割,
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払いを行うシステムをいう。以下同じ。)の ,

後 5時から午後 8喘までの間に高速自動車国,

■日道の通行料金の割,(以下「ETC通勤旱
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のrl月 を常例とする職員は下記のとおり通動量]〕髪垢£[[優:重倉ζを膚じを基繁〕]
ことを周知してくださぃ また 新たにE T CITL動割ラをオ1月することとなる職員もこれに
撃した取扱いとなりますので 併せて 周知をお願いします。

記
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鼎ifttI績う通勤届の届出
届出の対象となる職員は 高速自動車国道を手1月 し 通行料金に係る力1算の認定を受

けている者 (又は受けよぅとする者)で ETC通 勤割引の利用を常例とするものであること
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(2)通勤届の記載上の注意事項
ア 現在 通行対金 に係る力]算の認定を受けてぃる者でETc通 勤

"の
不1用を常例

とする職員の「届出の理由Jは 「4 運賃等の負担額の変更Jと すること.
イ 事実発生日は平成17年 1月 11日 以後のETc通 勤割引を利几 し始めた日となるこ

と.

ウ 「未車券等の種類Jの欄には  「ETC通塑割ユ上と記載すること.(3)改 定後の額の文給の始効   ~~~
改定後の額による通勤手当の文給の始期は 事実発生日の属する月の翌月 (その日が

月の初日である時は その日の属する月)と なること。
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「
分の 1の額を50円判立で端数処

理した額となります。 (日 本道路公国に確認

(1180占界ittξ′9ξξ警命の幅 誓ご懸竹ζ寛場1ド
10 000Fl分



※  「50円判立で端数処理Jするとは、1円～2円の場合は0円 25円～74円 (50円 を除
く。)の場合は50円 76円 ～99円の場合は100円 とすることで九 例えば 1,050円 の 2
分の 1の額を50Fl判立で端数処理した額は、550円 になりま九

3 学校長の確認

(1)学校長は 高速自動車国道を利用し 通,料金に係る力,夕の認定を受けている職員
(又は受けようとする職員)について 運動に使用している車輌に車載器を搭載してい

るか否かを確認すること。
(2)高速自動車国道を利用し 通行料金に係る力,算の認定を受けている職員 (又は受け
ようとする職■)の うち 草戦器を搭載しているがETC通動割,を利用することを常
例とする旨の届出がない者については ETC通 勤割,の利用頻度等を構員に確認する
こと。

(3)学校長は、高速自動車国道を利用し 通行料金に係る力,算の認定を受けている職貝
が支給要性を満たしているかどうか 随

"確
認すること.


